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1．　 は じめに

　対面的相互 作用の 場にお い て ，儀礼的行為や 戦略的行為が どの よ うな意味を持ち ，

どの よ うな枠組み の も とで演 じられ るか ， E ． ゴ
ッ フ マ ソ は 多 くの 有益 な指摘を行 っ

て きたが， そ こ で は 「社会的場面」 で既成 の もの とな っ た準則や規範が前提 とな っ て

い た 。 しか し ， 学齢期の 児童や生徒 の 集団の 場 合 ， 彼 らは 発達過程 の段 階途上 にあ り，

自律的な道徳的規範を 内面化 して お らず， それぞれ の 場に あ っ た配慮ある 役割取得が

な され てい ない ため ， そ の 場 で時 々 刻 々 と形成 され る規範や集合状態に 依拠 して ， 集

団内で の 対面的相互作用が，手探 り的に 営 まれ る こ ととな る 。

一
定の 集団に お い て 成

員間で 既存の 枠組み その もの が成立 して お らず ， 集団内規範が未定着な状態 （E ． ゴ

ッ フ マ ン が 「散漫 な社会的場面」 と呼ぶ 状態） に お け る対面的相互 作用 に つ い て は ，

こ れ まで 十分 な検討が な され て こ なか っ た
（1）

。

　本稿で は ， 規範 が未定着 な状態か ら出発す る集団に お い て
， 個人 の 自己呈 示 と して

の 行為が ， 対面 的相互 作用 の 集積と して
， 集団 「状況」 を形成す る際に ， 情緒的側面

が集団全体に 重要な機能を果た し，各成員に も重要な意味を持 つ こ とを ， 攻撃的行為

と愛他的行為 を と りあげて 示 した い と思 う。

　日常生活に お い て ， 攻撃的行為の 典型例は 「い じめ 」行為， 愛他的行為の 典型例は

「思い や り」行為 とい うこ とに なろ う。 「い じめ 」 は 1985年頃 よ り問題 とな り， 種々

の 調査が実施 され 多 くの 解釈が試み られ て きた 。 しか し， 「い じめ 」 を傍的に 眺め あ

る い は 唆す集団の ある こ と  
， ある い は その 場の 雰囲気に 「い じめ 」 の 発生や 攻撃対
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象が依存 して い る こ とな どに つ い て
（3）

， 十分な説明は な されて い な い の が現状で ある。

　以下 ，
こ れ らの 問題点を射程に 入れ つ つ

， 攻撃的行為 と愛他的行為 に 関す る表出過

程 の 枠組み を 設定 し ， 次に 行為の 主体 とな る側 と受容する側との 二 者 の牽引関係に 注

目 し考察を進め る 。 さらに ，新 しく編成 され た ばか りで ， 成員問で相互 に 規範形成を

行 っ て い く集団 「状況」 の 変遷に つ い て 論及 を進め る。 次い で
， 教室内で 発生 する

「い じめ 」行為 と 「思い や り」 行為に つ い て
， 若干 の 理論的説明 を加えた い と思 う。

2．　 攻 撃的行 為 と愛他 的 行為 ， 及 び攻撃 ・愛他誘発性

　最初に 攻撃的行為が表出され る過程に つ い て枠組み 設定を行 う。 攻撃的行為 とは ，

他 の 生命体に 対 して 精神的で あれ 肉体的で あれ ， 何 らか の 危害を加 えよ うとす る行為

で あ る 。 攻撃的行為 の 発生 論に つ い て
， そ の 学説に は 種 々 あ るが ， 単

一
の 攻撃理論 で

は す べ て の 現象を説明で きない の が現状 で ある
ω

。
つ ま り個人の 内面に 攻撃的 エ ネ ル

ギ ーが鼓吹され動機づ け られ る要因は，幼 少時の 心傷経験か ら前 日の心理 的葛藤状態

まで 種 々 の 発生過程が存在 し， 多 くの 場合それ らが複合 して い る。 また ， 他者 へ の攻

撃動機とな る 力動要因が形成 され た と して も， それがすべ て攻撃的行為と して た だ ち

に 表出 され るわ け で は な く， 他の 行為に 転化 され た り， 内に持続 されて 後に 噴出され

た り， 逆に 対象へ の 苦痛に 対す る同
一化を行 っ た りとい うよ うに

（5）
， 行為生成過程が

非常に 複雑 で あ る こ とも大 きな要因で ある。

　さ らに ， ある個人が攻撃的行為を とるか ど うか とい う決定は ，個人を取 り巻 く集団

「状況」，
つ ま り集団成員の 対面的相互作用に よ る こ れまで の 過去の 集合的状態の 集

積 と密接に 結び つ い て い る 。 とすれ ば ， それ が現実に 表出 され る際の 集団 「状況」 を

分析枠組み の 中に 導入する こ とが必要 で ある 。
こ の よ うに 考 え る と，   （客観的な）

原因形成 の 複合性 ，   行為生成過程 の 複雑 さ と蓋然性 ，   行為表 出の 「状況」 依存性

とい う点で
， B ．ヒ ン デ ス の 指摘す る よ うに

（6）
， 厂能カ

ー
結果」（capacity −outcome ）

思考を脱す る こ とが必 要で ある 。

　次に愛他的行為 とは
， 自発的に は じめ られ外部か らの 報償を 当て に す る こ とな く，

相対的ない しは 社会的弱者の 困難 な状態を助けるため に 実行され る行為で あ り， その

行為の 特徴 と して 自発性 と打算的で ない こ とがあげられ る
（7）

。 そ の 発現 メ カ ニ ズ ム は

攻 撃的行為 と同様の 過程 で 進行す る とみ 灘せ る 。 た だ 愛他的行為の 方が
， 受容す る側

の 感情的満 足 の 有無が そ の行為の適否を左 右す る とい う意味で
， 行為を受容す る側の

状態に 依存す る面が強 く． 社会的環境や そ の 時の 集団 「状況」 を厳格に 看取する必要

性 が 強い 。
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　　両者の 違い は 存在す るが
， D ．ク レ ブス とD ．ミ ラ

ー
も指摘 して い る よ うva｛B ）

， 同 じ

　 コ ン テ キ ス トで 対比的に 考察す る こ とに よ り両者の 同質面に 注 目 しつ つ
， 差異性を 明

　 らか に す る こ とが可能 とな る 。 そ こ で
，

こ こ で の 分析視角を行為 の 発現す る集団 「状

　況」 を組み込 んで ，次 の よ うな 2段階に分けて整理する 。

　　資 源形成段階　　攻撃的行為 と愛他的行為 （以下攻撃的 ・愛他的行為 と略）は表出

　 され る 以前に ， 何 らか の 形で資源が蓄積 され る。 そ の 際， 攻撃的 ・愛他的行為の 資源

　が 形成 され る要因は ， 第 1 に 個人 が どの よ うな階級的位置や 国家的統制 の 中に ある か

　 とい うマ ク ロ 環境 と して の 「体制要因」， 第 2 に 身近 な外的環境を 包含 して い る 「社

　会的環境要因」， 第 3 に 遺伝な ど生物的要素や過去に お ける心 傷経験か らの 性格変容

　 な どを 含む 「性格要因」があ る
く9）

。 これ らの 要因が組み あわ さ っ て ， 攻撃的 ・愛他的

　行為の 力動因 と行為射程 か らな る資源を個 人の 内面に 生成 し， 事後 の 行為分析の 際の

　発生原因を構成す る 。 そ の 時， 攻撃的 ・ 愛他的行為の資源 の 発生方向を決め る行為射

　程は ， ある時期 に 行為が表出 され る際の 個人の 主観的動機の 枠組み とな り，手段の 選

1， 択 と対象の 特定化に か か わ り， 次の 集団 「状況」段 階で 具体的な形式を と っ て 現れ る

　 こ と とな る 。

　　集団 「状況」 段階　　攻撃的 ・愛他的行為が実際に発生す る際の 集団 「状況」 で あ

　 り， それは ある範域 をも っ た空間 ， 行為主 体及び対象 とな る者 ， 当事者以外の 集団成

　員 ， 及 び集団内で 形成 され る雰 囲気 （情緒的ネ ッ ト ワ ー
ク） と規範に よ っ て 構成 され

　 る 。

　　ある時点で 行為主 体の 内面に 攻撃的 ・愛他的資源が形成され ， それ に よ っ て あ る範

資源 形成段階 凾 社会的環境要因 匳 ］

集 団 「状況」 段 階 圃 籌欝 ・匯 ヨ

匳 的 ・ 愛他的鶲

図 1　 攻撃的 ・
愛他的行為の 発現 モ デ ル
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囲内の 行為射程を持ち ， 今に も攻撃的 ・愛他的行為 と して 発動 しよ うと して い る。 そ

して 集団 「状況」 内で
，

一定の 空 間を視覚的に 確認し ， 成 員内の 情緒的ネ ッ トワ ーク

を主 観的に 解釈 し，そこか ら集団 「状況」を定義づ けする 。 さ らに 攻撃的行為 の 対象

となる者が特定化 され ， 具体的に 攻撃手段を決め ， それを阻止 し よ うとす る集団規範

か らの 抑止作用 が働か なけれ ば ， 攻撃的 ・ 愛他的行為が遂行され る 。 以上 の要因を組

み込ん で モ デ ル 化す る と図 1 の よ うに なる 。

　 とこ ろ で ， 攻撃的行為 と愛他的行為の 発現過程 に お い て は ， 常に 対象 とな る相手 が

存在し ， 行為主体側 と行為受容側か らな る対面的な二 者の 牽引関係が 問題 とな る 。 攻

撃的行為や愛他的行為を 引き起 こす誘発性 （以下攻撃 ・ 愛他誘発性 と略）は ，

一
見何

もしない とい うこ とか ら行為に 対す る説 明枠組み の 中に 導入 され ない こ とが多い 。 し

か し ， 情緒的 ネ ッ ト ワ ーク の 張 りめ ぐらされ た集団 「状況」に おい て は ， 対面的相互

作用 の 重 要な要素 と して 考慮に 入れ る べ きで あろ う。

　攻撃 ・愛他誘発性セこ は ， 周囲の 他者 と比 較 して 容易に 傷 つ きや すい 「脆弱性」 と ，

他者の 関心を過度に 喚起 した り印象形成を 促 して ， 対象の 特定化を引き起 こす 「挑発

性」 の 二 側面が考え られ る
〔10）

。
ゴ

ッ フ マ ン が指摘 して い る よ うに
（11）

， 挑発性を帯び

るこ とを 当人が意識 して い る が ゆえに 過度に 防衛的で 萎縮 した反応を して しまい
，

ご

く普通 の 社会的相互交渉に 齟齬を きた し ， 自ら脆弱性を つ くり出 して しま う場合 が あ

り， 逆に ， 弱 くて傷つ きや すい がゆえ に ， 同情の対象 として で あれ 嘲笑 の対象 と して

で あれ ， 周囲の者の関心を まね きやす く， 挑発性 を持つ とい うよ うに 脆弱性が挑発性

を生み 出す場合があ り， 両特性は 密接 に 関連 して い る 。

　脆弱性 の主要 な原因は ， た とえば学習成績 が低い こ とや不潔 な服装を して い る な ど，

他者 よ りも相対的に 弱い 部分が あるた め に 生 ず る 。 しか し ， どの よ うな人間に も何 ら

か の形で 弱点は 存在する 。 それ が常に 攻撃的行為や愛他的行為の 対象とならない の は ，

その 人間の 弱味が問題 となる ロ ン テ キ ス トが そ の 時の 集団 「状況」 の 中に 込め られて

い るか らで あ り， 従 っ て その 時の 場 と して の集団 「状況」 に 左右 されて ， 弱味が顕在

化す るか ど うか 決め られ る こ とに なる。 何が相対的弱点 となる か は ， その 場の 優勢な

価値基準に 照 ら して 総合的に 判断され る 。 不 潔な服装 で あ っ て も，工 事現場 や調理場

の よ うな所で は 脆弱性 と して 問題視され る こ とが少な く， 逆に 女子学生 の サ ーク ル や

儀礼的 な服装を 要求 され る フ ォ
ー

マ ル な集ま りで は ， 集団 「状況」 内規範 の 中心 的な

価値 内容 とな っ て わ ずか な不潔感で も脆弱性 とな る 。

　挑 発性 に つ い ての 性 質は ， 対人的魅力 と同様の 性 質を持ち ， 特定 の 状況の もとに J．

ボ ー ドリヤ ール の 言 うよ うに 「意味を欠い た言語表現 と同 じよ うに 魅惑する もの」で
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あ り
（12）

， 「反応 しない わ けに は い か な い対象」 とな る 。 そ れは ， 何 らか の 形で 差異性

が 強調 され て で きた もの で あ るが ， 常時挑発性 とな るわけで は な く， 集団 「状況」 内

の 情緒的ネ ヅ ト ワ
ー

ク と関連 しつ つ 発生 する 。 そ こ で 次 に 集団 が新 し く編成 され た 後，

集団 「状況 」 が どの よ うに 変化 して い くか に つ い て考察する 。

3．　 集団 「状 況」 の 安定化過程

　入学時に 編成 された学級集団に おい ては ， 背後の よ り大きな集団 の 枠組み と して あ

る ， 集団 「状況」 の ご く
一部の 要素だけ が 当初か ら成員間で 共有 されて い る だけで ，

他の 要素は 成員たち がそ こ で の 集団 「状況」 に ， 協働 して 定義を与えて い くこ と とな

る
（13 ）

。

　その 際 ， 集団 「状況」 そ の もの が こ れ まで の 自己 の 経験か ら類型化する こ とが で き

ない 時 ， そ こ で の 集団 「状況」 は 行為者に と っ て非常に 重要 な投企 の場 とな り，
これ

まで地平の 領域に属 して い た集団 「状況」 へ の 適応が テ
ーマ 化 され る こ と となる 。 そ

の 時成員は 集団 「状況」 内に どの よ うに 存在 して い る の か
，

さ らに は 集団 「状況」に

ふ さわ し くふ る ま っ て い るか ど うか
， す なわ ち 「状況に ふ さわ し くふ る ま っ て い る

と ， 周 りの 人に 見える よ うに ふ る ま っ て い るか 」 ど うか
（14）

， とい う多か れ 少なか れ他

の 人 々 の まな ざしを考慮する行動が ， 大きな関心 事とな る。 そ うした 視覚的な面を含

め て 相互に 了解で ぎる対面的相互作用の 漸次的な深 ま りに よ っ て
， 成員間で 共 有され

た 状況 の定義づ けが行われる よ うに なる 。

　 しか しそ の 場合で も， 私的な状況 の 定義づ けは 多 く発生す る。 状況の 定義づけは ，

意思 を行動に 移す際に 準備 として 必要 な もの で あ るが （15 ）

， 通 常の 場合反 省過程 の 後，

既成 の 社会的定義が適用 され る か ， 新た に 私的な定義が作られ る 。 「個人は しか る べ

き制度的 パ タ
ー ソ に よ っ て 定義 される社会的役割や役割期待 とい う客観的な意味（…）

に 対 して ， そ の 役割に か かわ る集団 「状況」 を主観的な仕方で 定義す る」 こ ととな

り　
c16 ）

，役 割が 未分 化な集団 内で は ， 各成員はそれぞれ の個人誌か ら集積 された 知識を

も とに 独 自に 私的な定義づ けが なされ る 。 その 定義内容は 成員間で 異な る た め ， 時に

事実認知 レ ベ ル で の 対立 が生 じた り， 対人 評価 の面 で 不和が生 じた りする。

　 しか し時間の 経過 と ともに ， 私的な状況 の 定義づけは 成員間の 全面的な対面的相互

作用 が な され るに つ れて ， 多 くの 成員 の 間で 共有され た 定義づ けに 変更 されて い く。

集団形成 時に は ， 成員間 で 共有 され た状況の 定義づ けが少ない 匿名的な集団で あ っ た

の が ， 対面 的相 互作用 の 深化に よ っ て ， 次第に役割あるい は それに 近い 相補的行為 の

期待がそれ ぞれ分化 し，

’
情緒的

一体感が発生 して、 よ り組 織化 され た集団 へ と発展 し
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集団 「状況」 に おけ る攻撃的行為 と愛他的行為

て い く。

　とこ ろで 集団 厂状況」 は ， その 時々 に 客観的に 存在 し ， 常に 変化 して い る 。 空間配

置や 人物構成な どに 大 きな変化 がない 限 り，集団 「状況」 は 個 々 の 成員に よ っ て
一

定

の 範域を持 っ て 保持 されて い く。 そ の た め成員に は
一

定 の 具体的な視覚的イ メ
ージを

持ち ， 情緒的印象を 伴 っ た生活空間 と して 定義づ け される 。 状況 の 定義づけ に よ っ て

内面化された 視覚的イ メ
ージ は ，多 くの 成員に よ っ て 共有 され る こ とに よ っ て

， そ の

集団 厂状況」固有の 視覚的イ メ ージ と して安定化 して い く。 集団全体か らみ れ ば ， 成

員に よ っ て 共有 され る状況 の 定義づけ の 総和が ， その 集団 「状況」 の 安定度を示 して

い る とい える 。

　集団 「状況」の 安定化は ，
こ れ まで 無秩序に ふ るま っ て い た成員の 行為様式を 細部

に わ た っ て 規定す る圧 力を 発生 させ る 。 すなわ ち ， 集団規範 として の 「状況適合性 ル

ール 」 （situational 　propieties）が生 じ る
cl7）

。
こ の ル ール は ，集団に 対 して フ ォ

ーマ ル

に 規定 された ル
ー

ル を前提 とす るが ， 成員間で 共有され た 「状況の 定i義づけ」 を もと

に 集合的に 形成 され るために ， そ の ル ール に 反発する意識の もとに 状況が定義づけ さ

れ フ ォ
ーマ ル な ル

ー
ル を無効に す る形で 内容規定 され る こ ともある 。 集団 「状況」 に

ふ さわ し くふ るま うよ うに 仕 向ける状況適合性 ル ール は ， 前述の 私的な 「状況 の 定義

づ け」 とかか わ っ て ， 各成員の 集団 「状況」 に お ける行為の 適合度を規定 し ， そ こ か

ら成員間で 集団 「状況 」を 察知す る能力や集団 「状況 」 に 適合す る能力の 差を発生 さ

せ る。
こ うした ル

ール は 集団内で 直接的個別的に 形成 され るだ けに ，
ル

ー
ル へ の 違反

行為は 成員間で敏感に 看取 され ， な ん らか の 形で 制裁的意図を持 つ サ ン ク シ ョ ン 行為

が その 他の 成員に よ っ て 実行 され る こ ととな る 。 そ して 状況適合性 ル
ー

ル が成 員に よ

り過 度に 意識 され る と， 自己呈示は 他人の まな ざ しを気に，した 演技的主体性 中心の 行

為 と な っ て ， 対面的相互 作用は 多分に 「印象躁作」 的な もの とな る
（18）

。

　 こ うし て
，

一定の 間持続する空間 配置が基礎 とな っ て ， そ こ に それぞれ の 個人誌 を

持 っ た成員が対面的 交渉を繰 り返 し ， そ の 結果重要な集団 「状況」 として テ ーマ 化 さ

れ ， 各成員 の 中 tlc−一一一定の 具体的な視覚的イ メ
ー

ジを持 っ て 認識 され る こ ととな る。 新

学期の 教室 に おけ る集団状況は ， 成員に と っ て最 も重要な レ リバ ン ス 対象 とな り， 対

面 的 相互 作用 過程は 個人 の発達過程 に お け る社会化の 側面の み な らず ， 個人の 生活世

界 に お け る重要な意味付与過程 と して 機能 し ， 情緒的安 定の よ り所 とな る 。 そ して ，

それが ある程度恒 常化 し，各成員に 内面化され るに 至 る と， そ うした 集団 「状況」 へ

の 同一性感覚が生 じ， 状況適合的指向が感覚的身体的に 保持 され る よ うに な る 。 こ う

な る と罫自己 の 外観 ， た とえ ば服装 ， 化粧， 髪型 ， 身の まわ りに つ ける 装飾物 など il
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そ の 場に ふ さわ し く整 えよ うとする 意識が働い てい く（19）
。 成員に よる こ の 状況適合的

指 向の 内面 状態は ， 重要な集団 「状況」 に対する 「同
一性」 と して 保持され るに 至 る 。

　 R ．D ，レ イ ン は ， 同
一

性形成 に は す べ て 他者が必要で ある と考え，他者 との 関係に

お い て 自己が実現化され る 「補完的同
一

性」 を主張する
（2°）

。 彼に よ る と ， 「補完性」

とは他者が 自己を充足 させ た り完成 させ た りする人 間関係の機能の こ とで あ り， 自己

の 同
一性は 他者の 再定義に よ っ て 自己 定義 され ， そ の こ とに よ り自分が 同

一
人物だ と

感 じるこ とが で きる。 つ ま り他者 との 相補的関係の 中で
一貫 した 自己 を安定的に 感 じ

る こ とが で きるか ど うか が，同
一

性形成の 重要な契機 とな る。
ア レ グザ ン ダー ・ジ ュ

　ニ ア と J．ラ ッ ドは
（21）

，
「状況化同

一
性」 （situated 　identity）が人 々 の 間 で 形成 され

る こ とを主 張 し，実験 レ ベ ル で検証 し よ うと して い る 。 彼らに よれ ぽ ， 「状況化同
一

性」 は社会現象の 理解 と位置づ けに か か わ る過程に お い て形成 され，あ る集団「状況」

を
一
般化 し単純化 して記憶す るこ とに よ り， 他者が行 う多様な行動の 選択に 関 して の

予 測を可能に する 。 また， T ． シ ェ フ は ， 役割 と区別 され相互作用 に お い て 成員間 で

投企 され る行為が言語上 で相互に 承認 された 「状況的同
一性」 （situational 　identity）

を設定 して い る
（22）

。

　　彼 らの 説 を参考に しなが ら前述 した考察を含め て 仮説設定を行 うと ， 「状況的 同
一

性」 とは ， 「あ る一定の 空間に お い て
， 自己が 自己 の 認知す る集団 「状況」 内の

一
構

成員で あ る とい う感覚で あ り， 他者に よ っ て も一構成員として 認め られて い る と感 じ

　る こ とがで き，
一

貫 した 自分 ら しさの 状態を その 集団 「状況」 内で 保持で きる感覚」

　で ある 。 E ．エ リ ク ソ ン が主張 した 自我同
一

性や 集団同
一一

性が よ り通 時的 な一貫性を

　持 っ て い る とすれば
（23）

， 「状況的同
一

性」 は それ らの 同
一性 と共 有する面を持ち つ つ

，

　空 間配置や視覚的イ メ ージ とつ なが っ た よ り共時的な安定性に 関わ る もの だ と言 える 。

　　さて ， 個人 の 内面に 集団 「状況」 へ の 同
一化が生 じる と ， 集団 へ の コ ミ ッ トメ ン b

　も変化が生 じる。
T ． − 9・・一ソ ン ズは ， 学級集団の 中で一人 の 子供は学習 して い る主題

　そ の もの に 興 味を持 ち ， もう
一

人の 子供は 教師の好 ま し い 態度に い っ そ う関心 を示 す

　な ど， 多くの 動機づ けが存在す るが ， そ れ らは よ い 成績の 達成 とい う 「状況的に
一
般

籌化 され た 目標」に 収斂する と言 う
（24）

。 しか しなが ら ， 彼 も限定 して い る よ うに ， 学校

　体系の 役割期待を成員一人ひ と りが受け入れ る場合に 限 っ て ， よい 成續の達成が 「状

　況的 に
一般化 され た 目標」 とな り得 る の で あ っ て ，そ の 時形成 され る 目漂内容は そ こ

　で の 集団 「状況」 に 依 存 して お り， 常 に学校体系の 業績性指向の も とに 整序 され るわ

　けで は な い
。 む しろ対面的相互 作用 の 現揚 として の 集団 「状況」 を 念頭に 置 くな らぽ ，

　集団内で 形成 される 目標は ，
フ ォ

ーマ ル に規定 された 目標 と対峙 しつ つ 集合的に 内容
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　　　　　　　　　　　　　　　　　集団 「状況」 に おけ る攻撃的行為 と愛他的行為

規定 され る 。 た とえば学級集団内に お い て
， 教科学習の 修得 よ りも娯楽的な感情表出

行為が多 く発生 し
，

イ ソ フ
ォ
ーマ ル な情緒的

一体感 の共有 とい う自己 完結的 目標が
，

「集団状況 内で 共有化 された 目標」 とな るこ ともあ る 。 集団設 定時に 一・律的 に 形式的

に 設定 され た 集 団 目標が ， 時間の 経過に よ っ て
， 変形 され た り付加的な意味 を加 え ら

れて 内容変更 され ， さ らに 目標 へ の 達成手段 がそれ ぞれ の 集団 「状況」に 応 じて 具体

的な形式を与え られ ， 集団 と して の 個性を持 つ こ と とな る。

　こ うして
， 集団成員の 側か らは ， 共有化 され た状況 の定義づ けが進み

，　「状況的同

一性」 と感情操作に よ り， 集団 「状況」 へ 適合 させ る指向性が働 く。

一方集団「状況」

全体の 側か らは ， 状況適合性 ル
ー

ル とその サ ン ク シ ョ ン が整備 され ， 「集団状況内で

共有化 され た 目標」 が集合的に 形成 され ， 集団 「状況」 が安定化す る 、 しか し，その

安定化する状態は ，

一
律的なもの で は な く， あ くまで 集団 「状況」 に依存 し多種多様

で あ り得る 。

4， 教室内の 「い じめ」 行為 と 「思 い や り」 行為に つ い て

　 「い じめ 」 行為 とは ， ある集団内の 相互作用過程 に お い て ， 腕 力や資源動員能力の

点で そ の 時の 集団 「状況」 の 中で 相対的に 優位に 立 つ
一方が ， 劣位の 者に 対 して 通常

目的 と手段 の 間に 正 当的根拠が ない か あ っ て も過度に 及ぶ手段 に よ っ て
， 精神的ない

しは 身体的苦痛を与え る攻撃的行為で ある
（25）

。

　そ れ に対 し 「思 い や り」行為 とは
， 相手 へ の 配慮意識の 強 く働い た 行為で あ り，

1．状況の 定義づ けが共 有化 され て ， 相手 の 欲求や 状態に つ い て認識 し， 2，状況適合性

ル ー
ル ぴこ順応 して い る と感 じ ， 3．対象者 に 行為が必要 で あ る とみ な して行為を構想 し ，

4．それ が状況 へ の 同
一

化を促 し，他者に 承認され る で あろ うとい う予 測 し ， 5．時宜 を

得た適切な手段 が 採用 され る行為で あ る 。

　さ らに 周 囲 の 者を 自発的に 愛他的行為 へ と導 く友好的挑発性力動因 とで も言 うべ き

もの が発生 し，それ が 自然表 出す る形で 「思 い や り」行為が現出す る の だ と考え られ

る 。

　　　　挑発性へ の 反発　挑 発性へ の 同一化 　　　 「い じめ 」 行為 と 「思い や り」

な
し

　

　
あ
り

脆

弱

性

他老の 反発に よる

融

魅 力を帯 び て 人気

者 とな る

排除的 「い じめ 」

行為を受け る

同情か ら 「思 い や

り」行為 を受ける

図 2　 挑発性 を有す る者へ の 反応の 4 分類

行為 の 分岐に つ い て
， 集団「状況」

の 状態 に 応 じて 決め られ る攻撃 ・

愛他誘発性の 二 側面で ある，挑発

性 と脆弱性に よ っ て分類 して み る

と， 図 2 の よ うに なる 。
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　 こ れは そ の 時の 集団 「状況」 の 中心 的な他者評価基準に 照 ら して
， 挑発性が発生す

る老に つ い て ，横軸に 状況的同
一

化を促す挑発性 と， 状況的同
一

化を阻害す る挑発性

を ， 縦軸に 脆弱性の 有無を とっ た もの で ある 。 た とえば学習成績や運動神経 の よ い こ

とが挑発性を有す る場合 ， 集団 厂状況 」 の 流動的に 変化する情緒的ネ ッ ト ワ ーク に お

い て，それが 友好的に 受け入れ られ る な らぽ成 員の 集団 「状況」 へ の 同
一

化 に よる安

定化を促 し ， 挑発性 を有す る者に 脆弱性 がない 時 ， 人 気者 として 評価 され ， あれば周

囲の 者に 脆弱的性質に 対 して 同情心 を 抱か せ て 「思い や り」行為を促す 。 しか し，挑

発 して い る性質に 反発を招い て 拒否的 とな っ て い る な らば ， 脆弱性が ない 時 ， 嫌わ れ

て 孤立 化 し ， あれ ば排除的な 「い じめ」行為を受け る こ ととな る 。 挑発性が 行動面に

関わ る もの な らば
， 状況適合性 ル ール や集団 「状況」 内で共有化された 目標 との 適否

に よ っ て ，集合的に 評価 される こ ととな る 。

5． 結び にか え て

　 以上 ， 集団規範が未定着 な集団に お い て 攻撃的行為 と愛他的行為が どの よ うな メ カ

ニ ズ ム で 発現す るか を ， 当事者間 の 牽引関係 と，集団 「状況」の 安定化過程 を中心に

して 考 察 し ， 教室内の 集団に お け る 「い じめ」行為 と 「思い や り」行為 の 説 明に 適用

を試み た 。 特に ， 攻撃 ・ 愛他誘発性 の 二 側面 と して の 挑発性 と脆弱性 は，個 々 独 自に

形成 され 変化 して い く集団 「状況」 と結び つ い て 内容規定 され るた め ， 集団内で しか

見 えな い微細な差異性が 攻撃的行為や愛他的行為の 対象 とな り，

一見非常識 な行動が

出現 した りする 。 社会問題 と し て 話題に され た 「い じめ 」問 題の 特徴 も， 集 団 「状況」

内の状況適合性 ル ール に 対す る違反 へ の サ ソ ク シ
ョ

ン と して 集合的に 攻撃 した り， ち

ょ っ と した異質性があ っ て 成員が集団 「状況」に 同
一

化 して 安定感を得 よ うとす るの

を妨げる た め に ， 集合的 な排除行動 とな っ て い るの だ と考え られる 。

　本稿で は ， 集団 「状況」 の 安定化過程に つ い て の み 考察を進め て きた が，集 団 「状

況」 の 変容 や解体に つ い て も同様 の 考察が可 能で ある 。
こ こ で 問題に し て き た 集団

厂状況」 中心 的なア プ ロ ーチ で さ らに 考察を進め るな らば ， 既成 の 状況適合性 ル ール

の 無効化 と改変，それ に よ る各成員の 内面に お ける 集団規範 の組み 替え と（26 ）

， 同
一

性

形成 の あ り方が問 題 とな ろ う。

〈注〉

（1） Erving　Goffman
，
　Behavior　in　Public　Places，

　 Free　 Press
，
1963

，
　 PP ，18−19

，

　丸木恵祐 ・本名信行訳 『集ま りの 構造一新 しい 日常行動論 を 求 め て 』誠信書房 ，
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